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鹿島開発にともなう廃水が水産生物に

与える影響についての対策試験（第2報）

細　　谷　　卑　　生

45年鼠鹿島開発にともをい水産生物が受ける影響について，2，5の生物を用いて主として砿油に

ょる着臭の面から検討を加えたが，新しく登場する予定の活性汚泥処理水は水量及び時間に制約があれ

充分な板封を加えることができなかった。

そこで，本年度は更に約4口上を入手したので，これを用いて実験に供することにした0

昨年臥魚類による実験からこの廃水は嫌気作用を起すのではをレかと考えられたが．移動性の少たい　析

月数について更に検討を加える必要があわ，又甲殻類について試験を行わをかったの、で同時に実施するこ

ととした。

かわわに．活性汚泥処理水を提供していただいた，工等技術院微生物工業研究所，三上技官に感謝の意

を表します。
覚＿

実験材料及び方法

実験材料払　チョウセン／、マクリ．コクマガイ．サルエビ．アワビの4種で，チョウセンハマグリ，コ

クマガイは魚市場から購入後，コンクリート水槽に一昼夜以上休養させたものを，サルエビは搬入後，桐

生筆のたかで数日間馴致させたものを．それぞれ実験にもちいた○実験中換水を時々行走った0

実験水槽は5上のビーカー又は内容積50）く55X40の花の塩ビ水槽をもちいた。

実験軋各水槽に処理水の異なる演慶の稀釈液をつくれ対触生物を一定時間作用させて，時間毎の観察

をおこなうとともに，実旗後のものについては．着臭の有無を併せて検討した。

実　験　結　果

（Ⅰ）臭気の強度

処理水は45年鑑試験後に譲歩したもので，時間が経過するにつれて臭気がうすれていく傾向を示し

た。臭気の強引は44年5月の供試液が1・2髄で5／5．1偏で2／5，D・る協で口／5のものが44

年9月には2．5協で5／5，2藤で2／5．1留で0／5で明らかに臭気鹿は低く在っている0

㈹　エビにみられた排泄物量と義兵

塩び水槽をもちいて，処理水軌直が4，2，1，0・1．D・01，mD01線の試験区と4％汲水稀釈による

対照区を設け，大きさが約5の刀のサルエビを各槽5尾宛浸潰し作用させ，24時間後の観察を記録した

後，換水した。換水時に2尾をとりあけ水煮の上異臭の有無を判定した。残余のもの軋更に24時
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聞役蹟作用させた後．観察し異臭の判定をした。その結果を表1に示した。たお排泄物の多少は，目視

による相対量を示す。

襲1　サルエビの試験結果
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（横転・乾死の判定は指で触れたときの反応による○）

実敵を開始してから24時間後のものと，換水して48時間後のいずれの水槽とも排泄物量が同一濃度

のものはほほ同量位排出された。ここでは1留任うでが．明確であるが．0・1髄桂皮では不鮮明と売る。

生活環境用水を検討する意味から，次に鉱油によって着臭させた実験用水をもちい，48時間の飼智

をした。砿油には原油をもちいた。n－ヘキサン可溶成分で，1，0・5，0・2，0・1ppm漁庭の試廟

区及び．対照区による24時間．48時間後の観察の結果．排泄物は殆んど認められず．着臭は全く認

められなかった。水温は10．5～1ム．50C　であった。

この結果．サノレエビの生活環境水としては，同一時点で論ぜられないにしても．砿油による渦臭水の

方がより好ましく，着具の点からみると，魚軸や且類をどにくらべよか着具しにくいといえる。

祉l二枚貝の開設と処理水限度

ビーカーをもちいて．処理水の5n．2口一18愛になるよう海水で稀釈した試験区と5□喀淡水稀

釈による対照区を設け．殻長約占～7仰のチョウセンハマグリを各5個浸漬し作用させた。

12D時間観察の結果，せず10喀区が9占時間後に．2ロ痴区が120時間後に開放していたが．

50喀区のものは12口時間後も開設し充かった。
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また・義兵は48時間以後のものについて判定したが，いずれも着臭を認め宏かつた。水温は85～

11．50Cであった。

ァサリによるTLm測定について検討した大久保1）の結果によれば．不都合な外囲条件は閉殻をと

もなうから・200CにおけるTLm試験は9占～128時間が適当であると報告されている。従って

チョウセンノ、マグリでは更に長晦観の飼育を行をう必贅があろう。又．今回は．送気をかこたわずに実

験したが・昨年嵐送気をかこ浸った実験結果2）から広三口脇破産下のチョウセンハマグリは48時

間後には開殻し，水煮判定の績果．着臭をみた。このことについて．今回の実験から考えると処理水の

臭気成分は貝の体内へは鉱油のように蓄棟するのではなく，処理水がたまたま体内にあったため．臭味

を感知したのではないかと考えられた。

仙1二枚且の砂中潜入と着臭

1約20上客の水槽（金魚鉢）に．鹿島の北嫁防から採取後，水洗し風乾した砂を高さ約5m敷き，1㌦

□・5・8・2・0・05▲　0・□1傍の稀釈処理水を15ヱ添加した試験区および1廃汲水の対照区をもうけ．

これらを1時間静置して■泥の沈横を待ってからチョウセンハマグリ．コクマガイの各々2個を潜入し

やすいように浸旅した。

浸漬後，5分瀾経過した頃から．開穀をはじめ次々に砂中に潜入した。

そこで今度は・砂を敷いた容器のなかに，直接砂を覆う程度に処理水を注ぎ．充分混合した後，1時間

静直した。

次いで布地にあけ紗の水切りをした。その乱別途用意した水槽にあけ海水川上を加え1時間静置

した。

このようにした紗の着臭を稚認したのち．チョウセンノ、マダリ．コクマカイの2個を浸潰したが．10

分後に抄中に潜入した。

水温払10．90Cであった。

紬・これらのものを24時間作用させた後のそれぞれについて着臭をしらべたが・いずれも着臭はが

認められなかった。

この結見1喀猿慶程艶の環境水での秒中潜入は容易であること。又処理水の成分の一部は少なくと

も吸着したと考えられる紗中へも容易に潜入しうることがわかる。

このことから考えると・底質が有機汚染尤どによって損なわれない限り，実際上は短期間ならば，処

理水からの影響は逸れるだろう。しかし．この程鹿の実験で長期にわたる判断軋特に急性寿物を含む

用水での試験と異なカ崩難であると考えられる。

なお→着臭について検討の結果はいずれもマイナスを示した。

Ⅳ）アワビに及ぼす影響強度

け】予備実験

ヒ㌧‾カーをもちいて5口，20．1口．5動処理水鮫皮の試験区とS n痴淡水による対照区をもう
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け，そのなかに穀長約8とⅦ前後のアワビを各梅2ケづつ浸渡した。送気はせず，24時間毎に換水す

ることとした。

その結果は，まず50感のものが．5時間後に，20虜のものが20時間後に．1D魂のものは，

S q時間後に．5愛のものは40時間後に，それぞれ壁面へ吸着力を矢をい，仮死状腰を皇した。

吸着力を失ったもの軋それぞれ流水に戻したが．5∩・20藤に作用させたものは．正常を動き

を始めるのに約4時随を要し．10藤のものは．約1時間を要したが∴5多のものは流水に戻した直

後に正常夜動きを示した。

表立㍉　その他に2，1．m5，0・2釘殴藍のものを送気は行わず毎日換水しながら浸浩し作用させ

たが，対照と比戟して48時間後も異常を示さをかった。水温は12～150Cであった。

この結果，処理水の影響濃直は短時間には5～2感にあるように考えられる。又着臭については，

いずれも認められなかった。

（l　処理水洪慶と凍餌について

7ワビを実験材料に用うる場合．或濃度で雄月，雌貝にそれぞれ放精，放卵が起きる。この現象は

外囲条件の変化によるものと考えられ．いわば．環境が或種の刺激を与えたことになるようである。

実由にあたってこのようを現象が起ると，放出された卵子は器底に沈着するが，精子は白滴し水中

に懸垂する。又．排泄物による「にごり」の判断が困難となる。このようをわけで実験には椎貝を選

塩品格に処理水の5．1．0．1．nD5釘試験区と5撒水対照区をもうけ．各砲に直径2離）コ

ルク・ポーラーでく射抜いた駄科（カジメ）を各々50枚授与し．48時間作用させて観察した。

この転果，まず5舘のものが，24時間後に水の濁りを認め48時向後ににごりが一層強く売った。

又アワビは壁面へ吸着する力が弱まった。　＼

1偏．□・1虜では48時間後にそれぞれ濁カなみとめた。

摂餌のあとがはつきカと認められたのは，□・1．D・05蕗の2稽であった。をお，対牌区は全く異常

を認めず．摂餌もはっきりあらわれた。水温は1∩～1dOCであった。

引続き．原油をもちいて油臭水を訴製L n－ヘキサンの1Pt，M以下の可溶成分について上記と

同様実験したが，摂餌行動に異常を示さ浸かった。又，異臭の判定の結果はマイナスを示した。

これらの結果から，処理水は着臭というよりはむしろ生活環境に与える影響の方が大きいと考えう

る。

結果の論議と間農芸点

聾者は45年度2）に引続重油滑による憲兵に焦点をあてたが．新たに採択された活性汚泥法による処理

廃液は油濁による着臭よりもむしろ環境水としての聞題が大きいのではないかと考えられた。

このこと軋例えばサルエビを供用した実験からは処理廃水の政変と排泄物賀量が目視をがらも相対的
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に一致しているように想われ，又，チョウセンハマグリの開設と温度との染係．アワビの復元時間と濃度

との関係，及び摂餌状況たどから判断できよう。

しかし，着臭のみについてならば活性汚泥法は可成有効を手段と考えられる。

甲殻類は比較的着具しにくいといわれるが．二枚貝なども完全に着臭したといえず，又．セイゴも50妥

処理水によっても着臭をしたかったところから首肯できよう。

処理廃水はこのように一面油臭生物の発生防止に役立ってはいようが環境用水としての過密は今後検討さ

れなければなら充いと考えうる。

この点については処理廃水の成分が問題となる。

董者は処理廃水の臭気成分がチョウセンハマグリに影馨を与えるのではないかと考えたが．臭気成分は経

時的に分解されうることは．臭気の強さが時間的に変化することから．鉱油にみる着臭のように着臭成分

が生物体に影響を与えるのか又蛸臭成分と離別にその内容物質によって生物が影響を受けるのか確かで厭

1、、し．

恵ぜならば，処理廃水中には微量ながら重金属が含まれてお力一　フェノール，シアン㌧　ホルマリン等の急

性轟物質の浪人は避けられ帥と報告5）されているためでもある。

これらについては逃げ場の狭い底陸生物を主とした充分を試験研究がなされなければ浸らない。

次に処理廃水が何倍位に稀釈され別ければならないかの問題がある。このことについては在来までの観察

のみでは不充分で．生理学的な検討を行う必要があろう。又微小生物についてもTI」m試験の必費性があ

る。

いずれにしろ．これらの覿越について検討を加え処理靡水の環境水としての適否条件を究明することが急

務と考えられる。

（要　　約）

1）活性汚泥処理水による生物試験を実施した。

2）サルエビが受ける影蓉浪匿は24時掛で口・1窃位である。

友お4藤波藍では48時尚の着臭はたい。

5）チョウセンハマグリは45年度の実験結果とともに考えると処理水の臭気成分軋月の体内にとカ

込まれをいのでは充いかと考えられる。

4）チョウセンハマグリ，コクマガイは処理水の臭気成分を含む泥中にも潜入しうる？

5）処理水がアワビに与える作用は，5喀以上の漁鮭では急性的に働くが．2痴以下のような薄い演匿

では慢性的に働く。

占）サルエビやアワビなどにあっては原油から調製した抽臭水のn－ヘキサン可溶成分が1Ⅰ）pmのも

のであっても48時随における着臭雌らない。

7）今後，活性汚泥処理水については・生物の環境用水としての検討が肝要であるように思われる0

′
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